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は　じ　め　に
　糖尿病治療における運動療法は食事療法・薬物療法と
並んで治療の３本柱とされている．糖尿病の運動療法は
患者が主体的に継続して取り組むことが必要であり，そ
の為には運動療法に対する理解，個々の機能障害を考慮
した運動内容，運動意欲が重要である．その為には，運
動療法に対する様々な知識を持った理学療法士による運
動指導が必要である．そこで今回，理学療法士による運
動指導をはじめとした糖尿病治療の介入について，アン
ケート結果を基にその問題点や課題を考察する．
目　　　　　的
　当院通院中の糖尿病患者に対し，運動療法の実施状
況・知識・意欲などについてアンケート調査を実施し，
理学療法士による糖尿病患者への運動指導のあり方を検
討することを目的とする．
方　　　　　法
　当院の糖尿病外来患者のうち，同意の得られた２型
糖尿病患者106名（男性59名，女性47名，年齢62.5±
11.6歳）に対し，紙面にて無記名でアンケート調査を
行った（図１）．
結　　　　　果
　アンケートの結果「運動を行いにくい身体の悩みの有
無」の質問に対して106名中45名（42％）から「ある」
との回答が得られた（図２）．「ある」と回答した45名
の「身体の悩みの内容（複数回答可）」についての質問
では，回答総数58のうち31名（53％）から「膝関節痛」
との回答が得られた（図３）．更に，膝関節痛を運動が
行いにくい悩みとして挙げた31名に対して「３ヵ月以
上習慣的に続けている運動の有無」について調査した
ところ，18名（58％）から「ある」との回答があった
（図４）．「ある」と回答した18名に対して「３ヵ月以上
続けている運動の内容（複数回答可）」について調査し
たところ，回答総数21のうち12名（57％）から「ウォ
ーキング」を行っているとの回答があった（図５）．
考　　　　　察
　アンケート結果より，全体の42％に運動を行いにく
い身体の悩みがあることが分かった．その内身体の悩み
の内容として膝関節痛を挙げた31名（53％）について
着目すると，膝関節痛保有者のうち67％は３ヵ月以上
続けている運動療法としてウォーキングを行っていると
いう回答が得られた．
　ウォーキングは糖尿病の運動療法として行われる最も
一般的な有酸素運動である．糖尿病診療ガイドラインに
よると少なくとも週に３～５回，中等度の強度の有酸素
運動を20～60分行うことが推奨されている1）．しかし，
平地歩行時における膝関節への荷重量は体重の２～３倍
という報告がある2）．このことから，膝関節痛保有者が
ウォーキングを継続して行うと，膝関節痛を憎悪させて
しまうことが考えられる．よって，運動継続の必要性を
理解しながらも誤った方法で運動療法を行っているケー
スがあることが予想される．
　関節痛に限らず，様々な運動障害を持った糖尿病患者
が誤った方法で運動療法を継続してしまうことで誤用症
候群を招くことが懸念される．誤用症候群とは過負荷や
不適切な運動，福祉用具の誤った使用などにより生じる
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関節痛　31人
神経症　６人
網膜症　９人
腎症　５人
心臓病　４人
呼吸器疾患　１人
脳卒中後遺症　１人
白内障　１人
53％
10％
15％
9％
7％
2％
2％ 2％
n：58
ある　45人
ない　61人42％58％
n：106
⑤3ヵ月以上習慣的に続けている運動がありますか？ 
   □ ある 
   □ ない 
 
【⑤の質問で「□ ある」に☑された方はその運動の内容をお答えくださ
い（複数回答可）】 
□ ウォーキング（散歩） 
□ 体操（ラジオ体操、テレビ体操、各種健康体操等） 
□ ジョギング 
□ 筋力トレーニング 
□ 水泳、水中ウォーキング 
□ 健康運動器具（ルームランナー、バランスボール等） 
□ その他 [                    ]   
 
【⑤の質問で「□ ない」に☑された方はその理由をお答えください（複
数回答可）】 
 □ 忙しい為、運動を行う時間が無い 
 □ 体調が悪くて運動が出来そうにない 
 □ 運動の方法が分からない 
 □ 運動をやる気が起きない 
 □ 医師から運動を制限されている           
 □ その他［                   ] 
 
⑥現在、以下のような運動が行いにくい身体の悩みがあれば☑を付けてく
ださい（複数回答可） 
 □ 腰痛、膝痛等の関節痛   
 □ 糖尿病合併症（□神経障害 □網膜症 □腎症）  
 □ 心臓の病気 
 □ 呼吸器（肺・気管）の病気 
 □ 脳卒中後遺症 
 □ その他 [                     ] 
 
【⑥の質問で「□網膜症」または「□腎症」に☑された方は身体に負荷の
かかる運動を行ってもよいかどうか知っていますか？】 
 □ 知っている 
 □ 知らない 
 
その他、運動療法に関する疑問・ご要望があれば何でもご記入ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご協力ありがとうございました 
糖尿病の運動療法に関するアンケートに 
ご協力をお願い致します 
 
皆様のご意見を今後の運動療法指導の改善に繋げていきたいと考えており
ます。大変お手数ですが、アンケートにご協力をお願い致します。 
                             鳥取赤十字病院 リハビリテーション課 
 
 
①年齢、性別、糖尿病治療歴、医師から指示されている治療内容を教えて
ください 
 年齢：［   ］歳    
 性別：□ 男性 □ 女性   
 糖尿病治療歴：［   ］年 
 糖尿病治療内容：□食事療法  □運動療法   
   □薬物療法（□内服薬 □インスリン注射 □インクレチン注射） 
  
 
 
 
 
 
 
 
②今までに理学療法士（リハビリスタッフ）による専門的な糖尿病の運動
指導を受けたことがありますか？ 
□ ある 
□ ない 
 
【②の質問で「□ ある」に☑された方は運動指導を受けた結果が運動療
法の実施に役立ちましたか？】 
  □ 役に立った 
  □ 役に立たなかった  
【②の質問で「□ ない」に☑された方は専門的な運動指導を受けてみた
いと思われますか？】 
  □ 思う 
□ 思わない 
 
③よく運動を行っている時間帯を教えてください。 
 [   ]時頃 （□食前  □食後） 
  
④低血糖症状及びその対応の仕方について知っていますか？ 
 □ 知っている 
 □ 症状は知っているが、対応の仕方は知らない 
 □ 知らない 
 
 
図３　運動を行いにくい身体の悩みの内容（複数回答可）図２　運動を行いにくい身体の悩みの有無
図１　アンケート調査
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二次的障害である3）．糖尿病患者が抱える合併症は整形
外科疾患以外にも様々であり．神経症・網膜症・腎症の
３大合併症をはじめ，動脈硬化，高血圧，脂質異常症，
足病変など運動実施においてリスクを伴う疾患が多い4）．
そこで，誤用症候群を予防する為にも血液検査，循環・
呼吸機能検査，整形外科的検査などの結果から，個別的
な問題点を把握した上で，個々に合った方法で理学療法
士による運動指導を行う必要があると考える．
　しかし，理学療法士による運動指導の現状として，万
行5）によると全国の日本糖尿病学会認定医が所属する施
設の60％以上は理学療法士が運動療法指導に関与して
おらず，医療保険制度により実施が容易ではないことが
報告されている．今後理学療法士は糖尿病教室などの集
団療法のみならず，患者個々に応じた糖尿病治療に介入
していく方法を検討する必要があると考えられる．
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ある　18人
ない　13人58％42％
n：31
ウォーキング　12人
バランスボール　３人
体操　２人
筋力トレーニング　２人
ジョギング　１人
水泳　１人
57％
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9％
10％
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図４　３ヵ月以上習慣的に続けている運動の有無 図５　３ヵ月以上続けている運動の内容（複数回答可）
